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5)  伊藤 隆， 寺津捷年， 槍山幸孝， 三瀦忠道， 土

佐寛}II員， 今回屋章 : 赤丸料の適応病態 に 関す る 一
考察. 日 本東洋医学雑誌 37 : 199-206， 1987. 

6) 寺津捷年， 土佐寛}II買， 槍山幸孝， 三浦圭子， 今
田 屋章 : 奔豚気病 に 関 す る 一考察( 1 ) 一 奔豚気病 の
治療経験 と 文献的考察. 日 本東洋医学雑誌 38 : 
1 - 10， 1987. 
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rophages by flow cytometric and immuno­
histochemical methods. International symposium 
on Tonsils ( 1st) ， 1987， 10， Kyoto. 

7) 槍山幸孝， 土佐寛}II買， 寺津捷年 : r奔豚」 一 自 律
神経発作 一 血 中 カ テ コ ラ ミ ン 動態 よ り の検討. 第
759 回千葉医学会例会， 1986， . 12 ， 千葉.
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ユ ー ル ア ミ ン と の相 関 に つ い て . 第38回 日 本東洋

医学会学術総会， 1987， 5 ， 東京.
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証 と の 関 連 に つ い て . 第38回 日 本東洋医学会学術
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の 回復 と そ の応用性 に つ い て . 第28回 日 本神経学
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17)  三瀦忠道， 寺津捷年 : 慢性腎不全 に 対す る 和
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18) 城石平一 ， 鳥居塚和生， 寺津捷年， 堀越葉子，
中 川 秀夫 : 漢方方剤 に よ る 抗炎症作用 ー 急性お よ
び慢性炎症 モ デ ル に 対す る 抑制効果. 第 4 回和漢
医薬学会， 1987， 8 ， 富 山 .

19)  後藤博三， 嶋 田 豊， 三瀦忠道， 槍 山 幸孝，
土佐寛}II買， 寺津捷年 : 慢性関節 リ ウ マ チ に 多発'性
筋 炎 な ら びに橋本病 を 合併 し た 1 例. 第41 回北陸
医学会総会， 1987， 9 ， 富 山 .

20) 後藤博三， 嶋 田 豊， 城石平一， 三 瀦忠道，

檎山幸孝， 寺j畢捷年 : 疎経活血湯が著効 を 示 し た
糖尿病性ニ ュ ー ロ パチ ー の 2 症例. 第13回 日 本東
洋医学会北陸支部例会， 1987， 10， 福井.

21 )  霜 田 ふ ゆ み ， 栗林秀樹， 城石平一， 三瀦忠道，
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例会， 1987， 10， 福井.
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え た PSS の 1 例. 第 13回 日 本東洋医学会北 陸 支
部 例 会 ， 1987， 10， 福井.

23) 鎌 田 晃影， 嶋 田 豊， 新谷卓弘， 三瀦忠道，
土佐寛}II貢， 寺j畢捷年 : 温清飲が奏効 し た成 人発症

の Still 病 と 類乾癖の 2 例 . 第13 回 日 本東洋医学

会北陸支部例会， 1987， 10， 福井.
24)  三瀦忠道， 寺津捷年， 横淳隆子， 大浦彦吉 :

慢性腎不全患者 に お け る 和 漢薬治療の腎機能障害
進展に対す る 抑制効果の検討. 第30回 日 本腎臓学
会総会， 1987， 10， 東京.

25) 川 口 誠， 石 沢 伸， 小竹 禰， 斉 藤 光和，
霜 田 ふ ゆ み ， 小泉富美朝 : 扇桃内 マ ク ロ フ ァ ー ジ
の 貧食能測定， お よ び免疫組織化学的検討. 第76

回 日 本病理学会総会， 1987， 4 ， 東京.
26) 小竹 嫡， 川 口 誠， 霜 田 ふ ゆ み， 吉 田 勲，

小泉富美朝 : ヒ ト 扇 桃 macrophage の研究 : 培養

系 に お け る 壁付着細胞の形態 につ い て (第 1 報) ， 
第 8 回 日 本炎症学会， 1987， 7 ， 東京.

27) 小竹 禰， 吉 田 勲， 川 口 誠， 小泉富美朝，
霜 田 ふ ゆ み， 中 川 肇 : ヒ ト 扇 桃 に お け る mac­
rophage の研究 (第 2 報) : 培養系 に お け る 壁付着
細胞の検討. 第27回 日 本扇桃研究会総会学術講演

会， 1987， 10， 京都.
28) 寺 津捷年 : 漢方製剤 の 臨床評価. 日 本薬剤学

会第12回 製剤 セ ミ ナ ー ， 1987， 7 ， 茅野.
29) 寺津捷年 : 中枢神経系 ・ 微小循環障害 に対す

る 和 漢薬治療の試み. 第780回千葉医学会例会 (特
別講演) ， 1987， 1 2， 千葉.
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1 )  寺津捷年 : 証の科学， 第 5 回博多 シ ン ポ ジ ウ ム
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2) 寺津捷年， 槍 山幸孝， 松田治己 : ス モ ン お よ び

ス モ ン 類似病態 に対す る 循環動態 か ら み た和漢薬
治療効果 の検討. 厚生省特定疾患 ス モ ン 調査研究
班昭和61 年度研究報告書， 398-401 ， 1987. 

3) 鳥居塚和生， 西 山 パ ウ ラ ， 川 尻憲行， 足立伊佐

雄 ， 上野雅晴， 堀越 勇 ， 寺津捷年 : 当 帰 中 の血
小板凝集 阻害成分につ い て . 和漢医学学会誌， 3 ， 
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430-431 ， 1986. 
4) 横津隆子， 大浦彦吉， 三瀦忠道， 寺津捷年 : 大

黄並 びに 大黄含有漢方方剤 に よ る 慢性腎不全の 治
療経験 - 尿 中 排池成分につ い て . 日 腎誌， 29， 213， 
1987. 

5) 寺津捷年 : 東洋医学 に お け る た気ミ の概念 と 呼吸

器疾患. 呼吸器心身症研究会会誌， 3 ， 50-53， 1987. 

6) 寺津捷年， 竹 内徳雄 : 小児科領域 に お い て 使用

さ れ る 漢方薬. 小児医学， 20， 146-165， 1987. 

7) 関 太輔， 斉藤明宏， 諸橋正昭， 柴原直利 ， 寺
i宰捷年 : Weber-Christian 病 . 皮膚 科診療， 9 ， 
24-28. 1987. 

8) 横津隆子， 三 瀦忠道， 大浦彦吉， 寺津捷年 : 漢
方 薬 一 中 国 産 大 黄 の 治療経験. 臨林透析， 3 ， 
1 146-1 15 1 ， 1987. 

9) 寺津捷年 : 脳血管障害 の漢方治療概論. 現代東

洋医学， 8 (3)， 1 1 - 1 5， 1987. 

10) 寺 津捷年 : 運動器 ・ 神経疾患 と 漢方. か ら だ
の科学 (臨時増刊) 新版東洋 の 医学， 64-67 ， 1987. 

1 1 )  寺 津捷年 : 和 漢診療の実 際13. 太 陰病 の 治療
に つ い て . 看護学雑誌， 51 ， 70-73， 1987. 

12) 寺 津捷年 : 和 漢診療 の 実 際14. 少陰病 と 厭 陰

病の治療 に つ い て . 看護学雑誌， 51 ， 174-177， 1987.
13) 寺 津捷年 : 和 漢診療の実際15. 診察法の実際

(1) 望診 に つ い て . 看護学雑誌， 51 ， 282-285， 1987. 
14) 寺 津捷年 : 和 漢診療の実 際16. 診察法の実際

(2) 聞診 と 切診 (脈診) に つ い て . 看護学雑誌， 51 ， 
388-391 . 1987. 

15) 寺 津捷年 : 和 漢診療 の実際17. 診 察 法 の 実 際

(3) 腹診 に つ い て . 看護学雑誌， 51 ， 492-485， 1987. 

16) 寺津捷年 : 和 漢診療 の実際18. 証 に つ い て .

看護学雑誌， 51 ， 592-595， 1987. 

17) 寺 津捷年 : 漢 方 治 療 の 適 応 に つ い て . JAMA 

く 日 本語版> 8 ( 2 )別 冊， 12， 1987. 

18) 鳥居塚和生， 土佐寛JII買， 寺 津捷年 : 当 帰 お よ

び当 帰含有製剤 の 血液性状 に 対 す る 作用 . Ther­
apeutic Research， 6 ， 664-670， 1987. 

19) 寺 津捷年， 今田屋章 : 慢性 関 節 リ ウ マ チ の 易

感 染 性 と 漢 方 療 法 の 役 割 . Medical Tribune， 4 

月 9 日 版， 18， 1987. 
20) 寺 津捷年 í漢方臨 床 ノ ー ト ・ 論考篇」 の 教 え

る も の . 日 本東洋医学雑誌， 37， 221 -222， 1987. 

21) 寺 津捷年 : 療血 (お けつ) の概念 に つ い て . 富

山 県産婦人科医会報， 1 1 2， 6 - 7 ， 1987. 

22) 寺 津捷年 : 中 枢性血管障害 に 対す る 桂枝夜苓

丸 の応用 . 和 漢薬 ・ バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー研究発表

会講演要 旨集， 2 - 5 ， 1987. 

検 査 部
教 授 棲 川 信 男
助 教 授 A、 熊 玉丘至註. 
助 手 近 藤 信

⑥ 著 者
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